
旧 理 事 新 理 事 

女性部長 武政 敦子 女性部長 石塚 智恵 

地区名 事業所名 代表者名 地区名 事業所名 代表者名 

黒田 ファミリーマート佐土原下那珂店 西久保 守 岩見堂・下村 ファインファクトリー 矢野 一弥 

下八蚊・新町・五日町 木田商店 木田ツヤコ 追手・深俣 宮崎日日新聞佐土原販売所 谷口 時雄 

本町１・２丁目 横田工業 横田 明一 本町１・２丁目 Ａｎｇｅ ｎｏｍｂｒｉｌ 日吉みゆき 

上町 すなっくらべんだ～ 黒木百合子 小牧台・光陽台 (有)ライフプラン 福永 重清 

下那珂・浮橋 ケーツー（株） 小代 勝廣 梅野・原 俺のやきとり 菅原 金豊 

町外 （有）三森特殊印刷社 三森 暢久 

船野・平等寺 (有)ユニバーサル建材工業 谷口  徹 

商
工
だ
よ
り

商 工 だ よ り 平成２８年 ７月１１日

 去る、５月２６日（木）佐土原町商工会館において多くの総代並びに来賓

出席の下、盛大に開催することができました。当日は、総代定数１２０名の

うち本人出席９０名（委任状出席含む）の出席があり、以下の４議案に

つきまして承認決定いただきました。なお、役員の補充選任は、女性部の任期

満了による役員改選によるもので、次のとおり新理事が決定いたしました。 

第１０６号

発行

佐土原町商工会

情報化委員会

TEL:73-2567 

経営で何かお困りではありませんか？お気軽に商工会へご相談ください。 

＜承認決定した議案＞

第１号議案 平成２７年度事業報告書、収支決算書及び貸借対照表、財産目録の承認について

第２号議案 平成２８年度事業計画書（案）並びに収支予算書（案）決定について

第３号議案 平成２８年度一時借入金最高限度額、並びに取引金融機関及び有効期間決定について

第４号議案 役員の補充選任について

第５６回通常総代会 開催

H27.11.17～H28.4.26 の間に開催した理事会承認分



女
性
部

通
常
部
員
総
会
開
催

第
四
十
四
回
通
常
部
員
総
会
が
、
去
る
四
月
二
十
八
日
（
木
）
に
佐
土
原
町
商
工
会
館
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
部
員
全
員
で
、「
誓
い
の
言
葉
」
を
唱
和
。
挨
拶
で
武
政
部
長
が

一
年
間
の
女
性
部
活
動
に
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ
、
来
賓
の
長
田
商
工
会
長
が

商
工
会
活
動
の
強
力
な
推
進
役
で
も
あ
り
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
と
祝
辞
を
行
い
、
早
速
議
案

審
議
に
入
り
、
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
書
、
収
支
決
算
書
の
承
認
、
平
成
二
十
八
年
度
の

会
費
賦
課
額
及
び
徴
収
方
法
の
決
定
、
同
じ
く
二
十
八
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
書

（
案
）
の
承
認
が
さ
れ
、
ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
武
政
部
長
に
代
わ

り
新
た
に
石
塚
智
恵
新
部
長
を
選
任
し
ま
し
た
。

終
了
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
飲
食
関
係
の
女
性
部
員
十
四
事
業

所
か
ら
趣
向
を
凝
ら
し
た
オ
ー
ド
ブ
ル
か
ら
デ
ザ
ー
ト
ま
で
を
調
達
し
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
式
の
美

味
し
い
料
理
を
食
べ
な
が
ら
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

商 工 だ よ り 平成２８年 ７月１１日 

お 買 い 物 は 地 元 商 店 で ！！ 

【 新 役 員 名 簿 】 

部 長 石 塚 智 恵

副部長 
齊 藤 暢 子

水 浦 里 加 子

会 計 富 永 哲 子

常任委員

外 山 久 美 子

大 西 時 枝

石 川 洋 子

近 藤 タ ク ミ

武 田 玲 子

宮 原 洋 子

図 師 靖 子

岡 林 美 和

菊池まな み

監査委員
古 谷 富 美 子

岩 切 佳 代 子

◆任期は平成２９年度まで２年間 

青
年
部

熊
本
地
震
被
災
地
支
援
活
動
報
告

部
長

宮
原

崇

四
月
十
四
日
午
後
九
時
過
ぎ
、
十
六
日
未
明
に
発
生
し
た
熊
本
地
方
を
震
源

と
す
る
熊
本
地
震
は
、
家
屋
倒
壊
や
多
く
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
る
な
ど
大
き
な

災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
住
民
は
も
と
よ
り
多
く
の
商
工
業
者
、
事
業
所
等

も
家
屋
全
壊
、
一
部
損
壊
な
ど
の
被
害
に
遭
い
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
の
営
業
を
停
止
す
る
と
こ
ろ
も
で
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
商
工
会
青
年
部
と
し
て
何
か
支
援
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
思
い
、
早
速
十
九
日
に
は
被
災
地
の
宇
土
市
役
所
、
二
十
日
に
は
宇
城
市

役
所
に
車
両
三
台
分
の
支
援
物
資
を
現
地
商
工
会
青
年
部
に
直
接
手
渡
し
す
る

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
五
月
二
十
五
日
に
は
二
百
名
分
、
さ
ら
に
五
月

二
十
六
日
の
佐
土
原
町
商
工
会
総
代
会
後
に
募
り
ま

し
た
支
援
金
が
元
手
と
な
り
、
五
月
三
十
日
に
は
佐

土
原
産
の
う
な
ぎ
を
使
っ
た
「
う
な
ぎ
飯
」
を
振
る

舞
い
多
く
の
被
災
者
の
方
々
に
食
べ
て
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
青
年
部
合
計
十
名
が
現
地
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
が

報
道
な
ど
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
情
報
以
上
に
、
ナ
マ
で
見
た
被
災
地
は
想
像
を

絶
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
波
を
打
っ
た
よ
う
な
道
路
、
倒
壊
し
た
新
築
の

住
宅
、
倒
壊
し
た
住
宅
で
せ
き
止
め
ら
れ
た
河
川
。
私
達
が
最
後
に
伺
っ
た
五

月
三
十
日
の
時
点
で
は
、
瓦
礫
を
道
路
の
端
に
寄
せ
た
だ
け
の
状
況
で
、
復
興

に
は
程
遠
い
状
態
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
避
難
所
で
遊
ん
で

い
る
少
女
や
、
倒
壊
し
た
住
宅
の
二
階
部
分
で
暮
ら
し
て
い
る
年
配
の
夫
婦

な
ど
を
見
る
と
、
私
た
ち
が
逆
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
大
な
支
援
物
資
、
支
援
金
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
活
動
を
通
じ
、
被
災
地

の
現
状
を
見
る
と
、
改
め
て
災
害
は
他
人
事
と
は
思
え
ず
、
い
つ
我
々
に
降
り

か
か
っ
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
イ
ベ
ン

ト
等
で
熊
本
へ
の
支
援
金
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

見
か
け
ま
し
た
ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



商 工 だ よ り 平成２８年 ７月１１日 

お 買 い 物 は 地 元 商 店 で ！！ 

ほかの地区の青年部も手伝ってくれました 

炊き出しの準備状況 

青
年
部
パ
ワ
ー
発
揮

！

～
熊
本
地
震
支
援
活
動
～

今から支援物資の収集です

 九州はひとつ！！ 

ご協力ありがとうございます 

 支援物資届けました 

ご支援ありがとうございました 

中小企業退職金共済制度について  

【制度の概要】 

中退共制度は、昭和34年に中小企業退職金共済法に基づき設けられた中小企業のための国の退職金制度です。 

 中退共制度をご利用になれば、安全・確実・有利で、しかも管理が簡単な退職金制度が手軽に作れます。この中退

共制度は、独立行政法人勤労者退職金共済機構・中小企業退職金共済事業本部（中退共）が運営しています。 

【制度の目的】 

中小企業者の相互共済と国の援助で退職金制度を確立し、これによって中小企業の従業員の福祉の増進と、中小   

企業の振興に寄与することを目的としています。事業主が中退共と退職金共済契約を結び、毎月の掛金を金融機関

に納付します。従業員が退職したときは、その従業員に中退共から退職金が直接支払われます。  

詳しい内容については 検索 ポチッとしてください。中退共 

商工会の公用車（ホンダアクティH14年型・軽貨物・660cc）を処分します。 

購入等ご希望の方は、商工会館前掲示板をご覧ください。 

※掲示期間：7月25日（月）～7月29日（金） 

お

知

ら

せ 



商 工 だ よ り 平成２８年 ７月１１日 

お 買 い 物 は 地 元 商 店 で ！！ 

◆第２２回会員ボウリング大会 

日時：８月２１日（日）13：00～  

   場所：宮崎市「宮崎エースレーン」

※詳細は別紙のとおり 

◆会員健康診断事業 

日時：１０月４日（火）8:30～ 

場所：佐土原町商工会 

※詳細は別紙のとおり 

【
編
集
後
記
】

情
報
化
委
員
に
な
り
ま
し
た
、
女
性
部
の
石
塚
智
恵
で
す
。

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
・
・
・
。
四
月
十
四
日
夜
九
時
過
ぎ
突
然
私
の
携
帯
か
ら

け
た
た
ま
し
い
警
告
音
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

翌
日
の
本
震
も
合
わ
せ
、
熊
本
地
方
を
中
心
と
し
た
地
震
の
被
害
に
は
、
他
人

事
と
は
思
え
ず
心
が
痛
み
、
被
災
地
の
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

い
ち
早
く
青
年
部
は
「
九
州
は
ひ
と
つ
」
の
も
と
、
被
災
地
に
支
援
物
資
を

届
け
ま
し
た
が
、
私
た
ち
女
性
部
も
小
さ
い
こ
と
で
も
よ
い
の
で
、
何
か
支
援

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
、
早
め
に
実
行
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

情
報
化
委
員

石

塚

智

恵

◆第７回「さどわらんまつり えきんまえ」  

日時：８月２７日（土）16：00～21：00 

場所：ＪＲ佐土原駅前広場 

※雨天の場合２８日（日）

◆地区懇談会 

○広瀬地区  日時：８月２２日（月）19：00～ 

         場所：「志都」 

○佐土原地区 日時：８月２４日（水）19：00～ 

場所：「かぼちゃ」 

○那珂地区    日時：８月２６日（金）19：00～ 

場所：「ビストロまるまさ」 

異
動
の
ご
挨
拶

四
月
の
異
動
で
国
富
町
商
工
会
へ
転
勤
と

な
り
ま
し
た
。
四
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
藤

順
経
営
指
導
員

新
任
職
員
紹
介

新
規
採
用
で
佐
土
原

町
商
工
会
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
経
営
指

導
員
研
修
生
の
松
本
舜

で
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と

が
多
く
、
ご
迷
惑
を

お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一

日
も
早
く
業
務
に
慣
れ
会
員
の
皆
様
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆佐土原夏祭り 

 日時：７月２３日（土）～２４日（日） 

 場所：旧西佐土原駅跡地広場周辺 

◆広瀬神社八坂まつり 

 日時：７月１６日（土）～１７日（日） 

場所：広瀬神社 

◆第２５回 

商工会会員ゴルフ大会 

日時：１１月１３日（日）8：30～ 

場所：宮崎サンシャインＧＣ 

これからの商工会事業のお知らせ 

佐土原町商工会 

〒880-0211  

宮崎市佐土原町下田島20732-53 

ＨＰ：http://www.miya-shoko.or.jp/sadowara/ 

TEL：0985-73-2567 FAX：0985-73-4975 


